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※新型コロナウイルス感染防止のため、会場へのご入場はご案内状を受領された方または
　代理の方のみとさせていただきます。また、オンライン配信はフォーラムのみとなります。

2023年2月16日（木）　
フォーラム　  ▶
レセプション  ▶

フォーラム　  ▶
レセプション  ▶

会場とオンライン配信を併用したハイブリッド開催（日英同時通訳あり）

（東京都千代田区大手町1-2-1 Otemachi One 3F）

16:00

大手町三井ホール 3F ホール
大手町三井ホール 3F ホワイエ

～ 17:45
18:00 ～ 18:30

日　　時

場　　所

開催形式

開会挨拶16:00～16:05

16:05～16:15

16:15～16:25

16:25～17:40

17:40～17:45

18:00～18:30

来賓挨拶

 ATENA 理事長魚住 弘人

米国原子力エネルギー協会（NEI）会長マリア・コーズニック

電力中央研究所 原子力リスク研究センター 所長ジョージ・アポストラキス

山中 伸介 原子力規制委員会 委員長

基調講演

自主的安全性向上へのATENAの取り組み
～現在の到達点と課題～

松村 孝夫 関西電力株式会社 代表執行役副社長

金城 慎司 原子力規制庁 原子力規制企画課長

山本 章夫 名古屋大学 教授

 ATENA 理事酒井 　修

 原子力安全研究協会 理事山口 　彰

閉会挨拶

レセプション

 ATENA 理事富岡 義博

パネルディスカッション

【パネリスト】

【モデレータ】

【テ　ー　マ】

プログラム



来賓挨拶 基調講演

パネルディスカッション

山中 伸介
原子力規制委員会
委員長

マリア・コーズニック
米国原子力エネルギー協会（Nuclear Energy Institute）
会長

1989年11月工学博士修得。大阪大学で、原子炉重大事故に関連した燃
料の安全性研究など一貫して原子力工学、核燃料工学・材料分野の研究
に取り組み、同分野で第一人者として活躍。原子力規制委員会核燃料安
全専門審査会審査委員、原子力規制委員会バックエンド技術評価検討会
委員、文部科学省原子力システム研究開発事業プログラムオフィサー等
として、原子力規制及び原子力の研究に貢献。2017年9月に原子力規制
委員会の委員に就任し、2022年9月から委員長に就任。

富岡 義博
原子力エネルギー協議会 理事

1985年 東京大学大学院工学系研究科原子力工学専攻修了、東
京電力株式会社入社。1992年5月米国ケース・ウェスタン・リ
ザーブ大学経営学修士課程修了。2006年7月福島第二原子力発
電所保全部長。2008年7月福島第二原子力発電所品質・安全部
長。2010年7月電気事業連合会派遣（原子力部長）。2014年6
月経営企画本部事務局次長。2017年6月電気事業連合会理事・
事務局長代理。2018年7月原子力エネルギー協議会理事（現職）。

金城 慎司
原子力規制庁 原子力規制企画課長

1994年東京大学工学部卒業。2005年ウォーリック大学経済学
部卒業。1994年通商産業省入省、資源エネルギー庁原子力安全・
保安院、原子力規制庁 東京電力福島第一原子力発電所事故対策
室長、原子力規制部検査グループ安全規制管理官（核燃料施設等
監視担当）等を経て2019年長官官房人事課長。2022年7月よ
り現職。

山本 章夫
名古屋大学 教授

1989年京都大学大学院工学研究科原子核工学専攻修了。名古屋
大学大学院工学研究科教授。専門分野は原子炉物理及び原子力
安全。原子力規制委員会の軽水炉、核燃料施設の新規制基準策定
検討チーム委員、特定原子力施設監視・評価検討会委員、核燃料
安全専門審査会の会長、文部科学省の国際原子力人材育成イニ
シアチブプログラムディレクターなどを務める。日本原子力学
会原子力安全部会部会長、標準委員会委員長、米国原子力学会
(ANS)Fellow、ANS Board of Director(2019-2021)など。

松村 孝夫
関西電力株式会社 代表執行役副社長

1981年京都大学大学院工学研究科建築学専攻修了、関西電力株
式会社入社。2017年常務執行役員お客さま本部長代理。2018
年常務執行役員地域エネルギー本部長、再生可能エネルギー事
業戦略室担当。2019年6月取締役常務執行役員、再生可能エネ
ルギー事業本部長、地域エネルギー本部長。2019年10月取締
役副社長執行役員原子力本部長を経て、2020年6月代表執行役
副社長原子力事業本部長（現職）。

ジョージ・アポストラキス
電力中央研究所 原子力リスク研究センター
所長

1973年カルフォルニア工科大学の工学・応用数学博士号を取
得。カリフォルニア大学ロサンゼルス校にて教授として20年
務め、その後はマサチューセッツ工科大学原子力科学工学科の
教授として15年務めた。2010-2014年米国原子力規制委員会
（NRC）委員。2010年よりマサチューセッツ工科大学名誉教授。
2014年10月より電力中央研究所原子力リスク研究センター
の所長に就任。

山口 彰
原子力安全研究協会 理事

1979年東京大学工学部卒業、1984年同大学院博士課程修了、
工学博士。動力炉・核燃料開発事業団にて高速炉研究に従事した
後、2005年大阪大学大学院環境・エネルギー工学専攻教授、
2015年東京大学大学院教授に就任。日本原子力学会会長等を経
て現職。原子炉工学、安全工学などを専門とする。経済産業省の
総合資源エネルギー調査会電力・ガス事業分科会原子力小委員
会の委員長を務める。

メリーランド大学の原子力工学学士号を取得。1986年Constellation 
Energy Nuclear Groupにおいてキャリアをスタート、最高原子力責
任者（CNO）およびCEO代理に就任。続いて、Exelon社では北東地区の
Calvert Cliffs 1 and 2、R.E. Ginna、Nine Mile Point 1 and 2の原子
力発電所を監督する副社長を務め、その後、NEIの会長兼CEOに就任。
現在はNEIの会長として、原子炉運転の実務経験、およびエネルギー政
策と規制の問題に関する深い知識を活用して、原子力エネルギーの経済
的および環境的利点について政策立案者と国民の理解を深めることを
目指している。

2023


